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学校教育目標 「自ら学ぶ意欲をもち、心豊かなたくましい東
あずま

っ子」の育成 

年間目標 「進んであいさつをしよう」２月の生活目標 「寒さに負けない丈夫な体をつくろう」 

〔東町小ホームページ〕https://www.city.ageo.lg.jp/site/azumacho-elementaryschool/ 

        または、「上尾市教育委員会」ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ→「市立小中学校」→「東町小学校」をクリック。 
 

みんなの憧れ６年生 

                      校長 黒木 康文  
 

 「いちげついぬる」の言葉通り、あっという間に過ぎた１月でした。北風に凍える日
もありましたが、例年よりも暖かく感じられる日が多かったように感じます。暦の上で

は、もうすぐ季節の節目を迎え、６年生にとっては、卒業まで残り２か月の小学校生活
となります。ひとつ、またひとつと「最後の〇〇」として行事を終えていきますが、そ

の中で学年・学級の級友や下級生との時間を大切に過ごしてほしいと思っています。先
日は、最後のたてわり班活動を終えました。1年間みんなが楽しめる遊びの計画を立て

たり、一緒に遊んだりとしっかりと下級生をリードしてくれました。また、先週は、朝
のあいさつ運動を行ってくれました。正門、南門に立って大きな声であいさつを行い、

気持ちよく下級生を迎えてくれました。進んであいさつを体現する姿が学校全体に広が
ってきており、地域の方からも「元気なあいさつをする子が増えましたね」とお褒めの

言葉いただき、嬉しく思いました。それ以外にも名札を左胸に付けること、帽子をかぶ
って登下校すること、清掃を一生懸命がんばること等々、当たり前のことかもしれませ

んが、６年生がごく自然に行っているこれらの行動は、確実に下級生に良い影響を与え

てくれています。大きく、逞しく、頼もしい６年生は、みんなの憧れの存在です。 

★来年度から全国学力学習状況調査（６年生）、埼玉県学力学習状況調査（４～６年
生）の方法が変わります。これまで記述式で行っていた調査が、コンピュータを使った

調査方法【CBT（Computer Based Testing）】となります。ＩＣＴ機器を活用した学習は
コロナ禍以降格段に進みましたが、今後さらに加速していくことが予想されます。そう

いった状況を踏まえ、本校では、２年生以上の学年で３学期より紙面のドリルと併用す
る形で電子ドリルの試行を行っています。（３月まで無料で提供いただいています。）

試行した結果、児童にとって有効な手段となり得ると判断できれば、来年度から導入し

ていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

こ だ ま

先週、大谷翔平選手から野球グローブが届き 

ましたので、早速クラス毎に見たり、触ったり 

する機会を設けました。子供たちは、サイン入り 

のグローブに目を輝かせ、大きな歓声も上がって 

いました。大谷選手は、多くの子供たちが使用することを望んでいますので、今後

は、放課後に使えるようにしていきたいと思います。 

 令和和５年度「なかよく楽しい学校生活を送るための標語」 

１年１組の〇〇〇〇さんの作品が、最優秀賞に選ばれました。 

最優秀賞「こまったら ぼくが いっしょにいるからね」 


